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本講演では, [1]を紹介する. [1]の目次は以下である.

1章 Introduction

2章 Fixed point theorem for contractive mappings

3章 Existence and uniqueness of solution to boundary value problems for fourth order differential

equations

4章 Fixed point theorem for Kannan mappings

5章 Relations between contractive mappings and Kannan mappings

次の順序で講演を行う. まずは, 研究全体の概略を紹介する (1話). 次に, その研究を行うようになった経緯を

紹介する. 大きく, 現職に就く前 (2話)と現職に就いた後 (3話)に分けて紹介する. 最後に, 研究の詳細 (4話)

を述べる.

1話 研究全体の概略 (文献 [1], スライド [3])

2話 不動点定理から変分不等式問題へ (文献 [4], [5])

なぜ不動点定理の研究を始めたかについて述べる. 現職への公募の際に提出した文章 [4] を紹介する.

不動点定理の応用が知りたくて, 変分不等式問題の研究を行った. 特に, 非拡大写像の不動点定理の応用

を模索した. 逆強単調写像の変分不等式問題がそれと関係あることを知り, 非拡大写像の不動点定理の

手法を応用した研究を行った. 詳しくは [5]およびその参考文献を参照されたい. 主に, 現職に就く前に

行った仕事が中心である.

3話 さらに具体的な微分方程式問題へ (スライド [13])

現職に就いてから, さらに具体的な問題への不動点定理の応用を学生と一緒に学んだ. たとえば,

[6, 7, 8, 9]などである. これらが 4階微分方程式の境界値問題を扱っていたことが, 3章での結果につ

ながった. また, [10, 11, 12]などの結果を通して, 縮小写像の不動点定理を微分方程式問題に適用する

手法を学んだ. また, 微分方程式の問題を扱う際に考える空間には, 自然と順序性を導入できることも

知った. これらが, 順序性を仮定した不動点定理である [2]への興味とつながった.

4話 研究の詳細 (文献 [1])

[2]の不動点定理を紹介する (2章). 順序空間における縮小タイプの写像に関する不動点定理である. 次

に, この不動点定理を用いて, 4階微分方程式の境界値問題の解の存在と一意性を示す (3章). さらに,
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[2]を参考に Kannanタイプの写像に関する不動点定理を構築する (4章). 最後に, 縮小タイプの写像と

Kannanタイプの写像全体からなる集合の関係について考察する (5章).
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